
 

 

願望実現体質に必須の感覚とは？ 
 

 

夢を叶えやすい人、成功者、自由人などにはあって、 

そうじゃない人にはない感覚があります。 

 

それは一体どんなものでしょうか？ 

 

 

 



 

願望実現体質の人・・・ 
思ったことをそのまますぐに行動に移せる 

他者に意志や指示を思い通りに伝えることができる 
感情にあまり振り回されない、影響を受けにくい 

 

 
願望実現体質ではない人・・・ 
思ったことを行動に移すのが苦手 

他者とのコミュニケーションに躊躇する 
感情に振り回されがち、影響を受けやすい 



実は、この願望実現体質の人だけが持つ「感覚」の話は 

すでに Club Je Pence のフロントセミナーで 

キャプテンが皆さんにお話しています。 

 
 

スキゾフレニアが、その答えです。 
 
 

スキゾフレニアとは、精神医学系の用語で「統合失調症」「分裂症」を指す言葉です。 

インターネットで調べると基本的にはその意味として出てきます。 

ここでは便宜的に「スキゾ感覚」とも呼んでいます。 



なぜ、スキゾ感覚が願望実現体質に必須なのか？ 
 

願望実現に必要なものとは何かを考えればすぐにわかります。 

願望、すなわち目的ですが、 

目的に即した手段を躊躇なく遂行できれば自ずと目的は達成されますね。 

しかし多くの人が、感情的な理由や、その時点で持っている価値観と合わなかったり、 

個人的な好き嫌いなどと照らし合わせたりするために行動を起こしません。 

 

逆を言えば、願望実現しやすい人は、感情や価値観を理由にしたり、 

個人的な好き嫌いを照らし合わせたりせず、目的に沿った行動をするのです。 

 

 



ここで、疑問がわく人がいらっしゃるでしょう。 

 

「自分の価値観や好き嫌いに合わないのに、 

行動するなんて自分を裏切るようなことはできない」と。 

 

 

 

なぜそう思うかわかりますか？ 

それは、ご自身の中に 

「人の人格は１つしかない」という強烈な思い込みがあるからです。 

 



 
そもそも、ひとりの人間の人格が１つしかない、ということ自体が嘘です。 

 
具体的な例を挙げましょう。 

 

・会社の社長 

・父親、母親 

・小学校の先生 

・俳優、女優 

・すべての客商売に従事する人 

・あなた 

 



人間はすべて、その場その場に応じて適切な行動を無意識のうちにするものですし、 

場に応じて適切な人格を切り替えているものです。 

 

誰しもごく自然とこれを普段からやっているにも関わらず、 

「自分の人格は１つしかない、矛盾があってはならない」となぜか思い込まされています。 

 

 

コレに対して、 

「人の人格はそもそもいくつも存在し、矛盾だらけであり、 

１つの人格に集約させる必要などない」と理解しているのがスキゾフレニアであり、 

この感覚のことをスキゾ感覚と呼びます。 

 



 

話を元に戻すと、実は願望実現しやすい人や成功者と言われる人、 

あらゆる自由を手に入れている人たちは皆この感覚を持っています。 

 

もっと言ってしまえば、 

この感覚なしに自己実現を順当に叶えていくことは不可能と言っても過言ではありません。 

 

これほど重要なことなのに、なぜ誰もこのことに触れないのか、 

教えてくれないのかには深い理由があります。 

 

全員がこれを知っていたら、困る者が多く存在するからです。 

 



では、実際にスキゾ感覚がある場合とない場合の具体例を見せます。 

 

・おしゃれなカフェやレストランの写真を多く載せているインスタグラマー 

スキゾ感覚がある VS スキゾ感覚がない 

 

・残虐な暴力シーンの多いヤクザ映画に出演する俳優 

スキゾ感覚がある VS スキゾ感覚がない 

 

・スピリチュアル系ブロガー 

スキゾ感覚がある VS スキゾ感覚が無い 

 
 
 



 
スキゾ感覚は願望実現体質や、 

ジュパンセでアドバイスしている「リーダーの素質」には必須です。 
ただ、これを肌感覚で理解し、日常的に実践していくにはある程度時間もかかると思いますので 

今後の投稿や講義などでしっかり学んでいってください。 
 
 

また、アドバイザーであるキャプテンやマネージャーは 
スキゾ感覚を駆使して普段から生活していますので 

両者の言動をしっかり観察するというのも学習として重要かと思います。 
 
 

願望実現しやすく、成功者や自由人になりやすい人間となるために 

必ず必要な感覚は「スキゾフレニア」です。 

 

今日はこれだけしっかり覚えておきましょう！ 


